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順位 １席 議員氏名 １５番   山  忠 質問方式 一問一答方式 

 

１．企業版ふるさと納税について 

（１）昨年度のふるさと納税の中で企業からの寄附金はいくらでしたか。 

（２）令和２年度に企業版ふるさと納税制度が改善され、令和６年度まで延長さ

れました。改善内容は、企業の税軽減効果が最大９割に引上げされ、また、

寄附時期の制限の大幅な緩和や、公共団体への申請手続き負担が大幅に緩

和されました。これに伴い、地方創生プロジェクトにおいて、各種事業へ

活用する考えはありませんか。 

 

２．森林伐採後の対策について 

（１）現在、町内の６０年～７０年の杉山の伐採作業が進行している状況に鑑み、

伐採後の山は植樹作業も行われず、荒廃する様子に将来を不安視されてい

ます。将来の森林を守るため、条例等を定め助成し、植樹奨励事業を検討

する考えはありませんか。 

 （２）今年度予算に林業総務費として１８８万円を積み立てしていますが、これ

を植樹奨励補助金として活用する考えはありませんか。 

 （３）町内のここ数年の森林伐採面積と、伐採されている木材の用途と販売価格

を把握していますか。また、その木材代金は所有者の十分な収入となって

いますか。 

 （４）木材価格が思わしくないと聞きますが、価格安定を図る対策を検討する考

えはありませんか。 

 

３．通学路の確保と用水路の整備について 

 （１）木内々小学校区地域内の老人福祉センター東側町道約２００ｍの間に通学

用歩道がなく車道兼用となっていますが、三田地区・三本木地区の児童生

徒が登下校の際に危険な状態となっています。そこで、老人福祉センター

の町道側フエンスと花壇・門扉の撤去及び、下田診療所の町道側宅地のブ

ロック塀と庭の一部を撤去して、歩道を拡幅させ見通しを良くすること

で生徒の安全・安心を確保することができると考えられますが、検討する

考えはありませんか。 

（２）老人福祉センター横の町道下を通る水路を拡幅整備することで、排水が

改善され、付近町道の冠水被害と間木町内の南北に流れる水路による山

内商店前と間木地区コミュニティセンター前丁字路付近の洪水被害を防

止できると考えられますが、検討する考えはありませんか。 
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順位 １席 議員氏名 １５番   山  忠 質問方式 一問一答方式 

 

４．コロナ感染予防対策の緩和後における学校教育について 

（１）国は、休校の長期化で授業時間の確保だけでなく、学校行事も含めて子

どもたちの学びを保障するため、当初予定していた学校教育の指導を最

長３年間延長し、教育課程の再編をすることが可能となりましたが、今

後の授業時間数をどのように確保する計画ですか。平日・休日・夏休み

等の対応とその期間の見込みについて、どのように考えていますか。 

 （２）現時点での、学校プールや町民プールの開放・休止についてどのように

考えていますか。 

 

 



令和２年第２回定例会 一般質問 

3 

 

順位 ２席 議員氏名 ８番 平 野 敏 彦 質問方式 一問一答方式 

 

１． 新型コロナウイルス対策について 

 

（１）国が国民に１０万円ずつ給付する「特別定額給付金」の申請状況について 

(ア) 対象世帯は、全世帯郵送となったか 

(イ) 申請世帯数及び、未申請者の対策は 

 

（２）本庁舎１階の職員配置を見ると「三密」に近い状態で事務処理がされてい

るのではと、心配でありますが、職員がクラスターとなる危険はないか。 

 

（３）職員のコロナウイルス安全対策として、来訪者の体温を瞬時に測定できる

「体表温度モニタリングシステム」を導入してはどうか。 

 

（４）善意のマスク寄贈者や企業・団体からの寄付寄贈についての詳細と、マス

クの配布先等町民に周知する考えは。 

 

（５）町内の保育園・幼稚園・放課後児童クラブやコロナ対策医療機関の職員・

公共施設の清掃員の方々に、支援金として一人当たり５万円を支給しては

どうか。 

 

（６）スポーツ施設等公共施設の利用について１日１回の利用時間を年齢にか

かわらず、原則１時間程度を限度とする利用方法を見直す考えは。 
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順位 ３席 議員氏名 ７番 日野口 和 子 質問方式 一問一答方式 

 

１. 「多重介護」に対する支援の方向性を問う 

（１）一人が同時に複数の家族を介護し、過度な負担を抱える「多重介護」の増加

が懸念され、「介護する側への支援」の重要性が問われているが、町の対応

は。 

（２）当町の「多重介護」による離職者の現況把握は。また、経済的負担が増え、

辞めるに辞められない等の事例と、その調査について。 

（３）介護疲れにより、虐待等の発生要因にもなると思うが、町の対応は。 

（４）介護者は、渦中にいる中では自身に対するケアが必要であることにも気付

かず、ＳＯＳを出せずにいることが多いと思われるが、町の対応は。 

 

２. 「任意後見人」制度について問う 

（１）現在、当町の「任意後見人」制度の利用者数は。 

（２）社会福祉協議会等が法人として引受けているところもあると聞いている

が、当町の取り扱いは。 

（３）この制度について、2019 年 12 月号の広報に掲載されていたが、認知度

が低いと思われる。町の更なる周知についての取り組みは。 

 

３. 一人暮らしの高齢者への対応について問う 

（１）現在の一人暮らしの高齢者数は。 

（２）令和元年１２月定例会で「買い物支援サービスについて検討する」とのこと

だったが、その後の進捗状況は。 

（３）一人暮らしの高齢者は、常に孤独感を募らせていると思われるが、現状の

町の支援や取り組みは。 

（４）日頃から、社会との関りが少ない一人暮らしの高齢者等が、今回のコロナ

騒動により、ますます人と接する機会が減少している。地域との繋がりが

重要と考えるが、「高齢者」・「地域」・「町」がどのように連携し、支援して

いくのか。 

 

 

 


